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2018年第4四半期、世界中の株式市場の株価下落の中、

AIM（Alternative Investment Market：オルタナティブ投

資市場）もM&A数は28％、取引高で65％減少した。その結

果、投資家間で緊張が高まったため、損失を計上している

AIM企業は資金調達が難しくなった。 

ロンドンオフィスのマネージング・パートナーである、

Laurence Sackerは、「Brexitが6か月以内の距離にある今、

投資家はAIM企業へのアプローチに慎重になっている。し

かし、AIM企業が魅力的な買収目標であることに変わりな

い。」と述べている。 

 

エグゼクティブサマリー： 

AIMに対するＭ＆Ａ活動 

 Brexitの不確実性が高まる中、買収計画などを延期した

ため、M&A取引数は28％、取引高で65％減少した。 

 

 AIM企業のM&A減少は、投資家がBrexit後、割安で企業を

買収する機会をうかがっていることを反映しているかもし

れない。Brexitにより、ポンドがさらに下がる可能性があり、

これが株価の下落に繋がる可能性がある。 

 

 

 

 

本文は、UHY hacker young事務所が作成したものを、UHY FASが抄

訳したものです。ご質問やご要望がございましたら、お気軽にお問

い合わせください。 
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ロンドン上場中小企業のM&A減少 
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